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委員会等活動方針

会　　計
担当：山本完治

【活動方針】

1.　適正な予算執行を行い、収支及び財政の状況を 3 ヶ月毎に報告する。
2.　会長及び幹事との連絡を密にして、会員に分かりやすく適正な会計処理を行う。
3.　会費の自動振替制度の促進をはかる。

会計監査
担当：加藤俊輔

【活動方針】

　クラブ細則第 12 条第 4 節の規定に従い、全ての資金について下記に基づき年 1 回監査を実施
する。

1.　当クラブの資金は、細則第 12 条第 1 節の規定により、その予算を限度として執行されてい
　   るか。
2.　同、細則第 12 条第 2 節の規定により管理されているか。
3.　同、細則第 12 条第 3 節の規定により適切な方法で支払いが行われているか。

Ｓ  Ａ  Ａ

ＳＡＡ：安濃和正 副ＳＡＡ：坂巻邦夫 委員：新井　進、石河秀夫、神戸廣通、澤田裕二

【活動方針】

　会長方針に従い、例会が楽しく・正しく運営されるよう心を配り、気品を守り秩序ある例会運
営に努めます。
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クラブ管理運営委員会

委員長：中島美三郎
副委員長：豊田高行
　　　　　木村淳一

委員： 中川　訓、鮫島弘武、鈴木隆広、野口和幸
　　　青野智行

【活動方針】

　会長方針に基づき、会員相互の親睦を図り、例会の充実と会員がロータリーを学習・理解し、
更にはクラブの活性化と今後のあり方など「奉仕の理念」を基本に進めて参ります。そして根本
はクラブの活性化であり、主体はクラブであります。各委員会の皆様のご協力をお願い致します。

親睦活動委員会

委員長：木村淳一
副委員長：小森秀彦
　　　　　米山　剛
　　　　　吉井一裕

委員：豊田高行、中島雅樹、小林威朗、澤幡智史
　　　牛久祐一、鈴木隆広、奥田邦彦、渡邊哲康
　　　吉澤紀親、加藤俊輔、青野智行　
　　　有森健太郎、中里智博、宮部政夫　
　　　増田雄一郎、鈴木義隆、吉村尚希

【活動方針】

　親睦を深めるための活動を行う当委員会は、会長の活動方針である「楽しい、奉仕活動で進化
変化しよう」を、親睦活動を通じて老・壮・青 全ての会員が体現し、改めて「ロータリーは楽しい・
素晴らしい」と感じる事業を提供していきます。

1.　結婚祝・誕生祝の記念品贈呈。
2.　クリスマス例会・夫人部会等、会員家族の親睦。
3.　親睦ゴルフコンペの開催。
4.　親睦旅行の開催。
5.　夜間例会・新会員歓迎会の開催。
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プログラム委員会

委員長：中川　訓 副委員長：永島信之 委員：石河秀夫、松田繁三、井橋英蔵、大野凜子

【活動方針】

　「むずかしいことをやさしく、やさしいことをふかく、ふかいことをおもしろく、おもしろいこ
とをまじめに、まじめなことをゆかいに、そしてゆかいなことはあくまでゆかいに」（作家：井上
ひさしの言葉）
　難しい事も愉快に理解・実行していけるように企画・活動していきます。

ロータリー情報委員会
委員長：鮫島弘武 副委員長：増元　晃 委員：若海宗承

【活動方針】

　会長の活動方針「楽しい、奉仕活動で進化変化しよう」を基本とし、会員一人一人がロータリー
を理解し、より積極的な活動が楽しくできるようにし、結果、クラブ活動が盛り上がっていくよ
うに努めます。

1.　入会 3 年未満の会員に対してロータリーを理解し、楽しく積極的なロータリー活動ができる
　   ようにオリエンテーションを開催する。
2.　家庭集会を前期・後期、各 1 回開催する。
3.　全会員がクラブ活動に参加する事が楽しくなるような環境をクラブ内に作る。
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出席委員会

委員長：鈴木隆広 副委員長：宮部政夫
委員：野見山哲二、清水勝吉、石垣李枝子　
　　　森久保晶彦

【活動方針】

1.　出席率の向上を目指し、会員の皆様に各事業への出席を促します。また MAKE-UP を活用し、
　   出席率 100％を目指します。
2.　会員の皆様に、例会欠席時の事務局への事前連絡を要請します。
3.　受付では、クラブの「顔」として、明るく笑顔で対応致します。

会場運営委員会

委員長：野口和幸
副委員長：大野保司
　　　　　澤幡智史

委員：澤石順一、野見山哲二、小暮直正　
　　　髙橋和彦、松永賢一、米山　剛
　　　春山祐一郎、平野慎也、森久保晶彦
　　　中里智博、藤田　幹、城岡太史郎
　　　須藤幸昌、増田雄一郎、鈴木義隆
　　　吉村尚希

【活動方針】

　会長・幹事・そしてＳ ･ Ａ ･ Ａと綿密に打合せを行い、例会の円滑な運営を実現するために、
会場の設営や進行に注力すると共にゲストを始め、来場された全ての方々の印象に残り、ひいて
は会員数増になるよう寄与して参ります。

スマイル委員会

委員長：青野智行 副委員長：加藤俊輔
委員：髙橋和彦、渡邊哲康、藤田　幹
　　　増田雄一郎

【活動方針】

1.　会員皆様のメッセージを正確に、素早く、明るくお伝えします。
2.　会員皆様がスマイルをして良かった、またしようと思えるように努めます。
3.　スマイルをしやすい環境作りに努め、奉仕活動に貢献します。
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長期計画委員会

委員長：豊田高行 副委員長：石河秀夫
委員：中島美三郎、江原武男、平田徳久
　　　若海宗承、瀧田貴夫

【活動方針】

　本年度は、会長活動方針「楽しい、奉仕活動で進化変化しよう」、そしてクラブビジョンとクラ
ブ戦略計画を基にクラブを活性化し、会員が一人一人進化変化していきながら、次年度に向かえ
来る創立 65 周年の準備・成功への導きも踏まえ、更には未来（創立 70 周年）も見据えた長期的
なビジョンと戦略計画も考えていく。

公共イメージ委員会
委員長：中村　守 副委員長：奥田邦彦 委員：

【活動方針】

　ロータリークラブを地域社会・市民の皆様に知って頂くために広報活動を行い、公共イメージ
の向上に努めます。

1.　クラブの奉仕活動等を SNS や市の広報誌を通じて発信し、公共イメージの向上を図ります。
2.　「ポリオ根絶」をテーマにした活動への協力を行います。
3.　JAPAN ROTARY、My Rotary への登録を促します。

クラブ会報委員会

委員長：中村　守 副委員長：小林威朗
委員：飯塚忠幸、澤幡智史、松永賢一、吉澤紀親
　　　春山祐一郎、須藤幸昌、鈴木義隆

【活動方針】

　会員に向けてクラブ全体の行事や例会プログラム・委員会活動等を記録し、ロータリー情報の
取得に役立つ会報を作成します。

1.　会報の発行期限は、次回例会までとします。
2.　会報は適切に編集して会員が読みやすいように努めます。
3.　会報はクラブのホームページに掲載し、ロータリー活動を対外的に発信します。
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雑誌広報委員会

委員長：奥田邦彦 副委員長：平野慎也
委員：木内英二、浅見冨司雄、大澤弘一　
　　　中村聡久

【活動方針】

1.　「ロータリーの友」「ガバナー月信」に対する会員の関心と、愛読を薦めロータリーに関する
　   知識の向上を図ります。
2.　「ロータリーの友」の注目記事を会員へ紹介し、理解と関心を高めます。
3.　「ロータリーの友」への会員の投稿を勧めます。

会員増強維持委員会

委員長：濱野世嗣 副委員長：吉井一裕
委員：須賀定吉、澤田裕二、中島雅樹　
　　　大沢日出夫、永島信之、小暮直正
　　　山田託也、中里智博

【活動方針】

　クラブが活性化していく一つの要因として「会員増強維持」が重要であると考えます。会員増
強維持活動を行うにあたって、クラブの多様化・公平さ・インクルージョンによる様々な活動を
通じロータリーの魅力を発信し、会員増強維持また女性会員の増加に努めて参ります。会員の皆
様のご協力をどうぞ宜しくお願い致します。

会員構成委員会
委員長：増元　晃 副委員長：中島雅樹 委員：中村聡久

【活動方針】

1.　会員増強維持委員会・会員選考委員会と連携し、ロータリアンとして相応しい会員の増強に
　   力を入れます。
2.　バランスの取れた会員構成となるよう職業分類に心掛け、会員増強に寄与すると共に、職業
　   別会員数制限がなくなった事を受け、より現実に即した会員構成表となるよう見直しを行い、
　   次年度に引き継ぎたいと思います。
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会員選考委員会

奉仕プロジェクト委員会
委員長：瀧田貴夫 副委員長：松田繁三 委員：大塚洋幸、江藤真吾、大野凜子

【活動方針】

1.　奉仕プロジェクトが地域・国際社会との連携のもとで、時代にあった事業となるよう、そし
　   て DEI ＋ B を広げる事に積極的に取り組み、そして会員が進化変化できるような事業となる
　   ように支援する。
2.　職業奉仕委員会・社会奉仕委員会・国際奉仕委員会・青少年奉仕委員会との連携・協力を図り、
　   親睦とネットワークづくりの機会を通じ、各委員会の目標が達成するよう、そして笑顔が溢
　   れる奉仕活動ができるよう推進する。

委員長：吉村総一 副委員長：飯塚忠幸 委員：坂巻幸次、井橋吉一

【活動方針】

　推薦された会員候補者のロータリアンとしての適格性を会員増強維持委員会及び会員構成委員
会と連携しながら、特に下記の点に留意して選考します。

1.　人格・職業上の評判及び社会的地位はどうか。
2.　奉仕活動やボランティア活動に興味を持ち、参加できるか。
3.　例会・クラブ行事へ積極的に参加できるか。

職業奉仕委員会

委員長：松田繁三 副委員長：澤石順一

委員：桃木俊郎、下川雅丈、清松瑤一郎
　　　木村淳一、天草大輔、中川美紀、大澤弘一
　　　小室伸和、石垣李枝子、青木　勲
　　　宮部政夫

【活動方針】

　職業を通じて人々に奉仕する事で、自らを更なる高みに上げていく事を目的とし、以下の活動
を行います。

1.　毎月第一例会における「ロータリーの目的」及び「四つのテスト」唱和。
2.　会員の意識向上に繫がる職場見学会の実施。
3.　会員の健康増進に寄与する企画の実施。
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社会奉仕委員会

委員長：大塚洋幸
副委員長：小森秀彦
　　　　　青野智行

委員：桃木俊郎、川口一海、深野洋二
　　　清松瑤一郎、岡田直己、天草大輔
　　　近藤正成、春山敏實、中村聡久、小室伸和
　　　有森健太郎、城岡太史郎

【活動方針】

　将来の環境変化も見据えた地域社会の課題やニーズに応え、ロータリー活動の付加価値の向上
に繫がる社会奉仕事業を企画・実践します。

1.　越谷市民まつりにおいて、歴史ある事業「三ノ宮卯之助に挑戦 越谷力持ち大会」の具体的
　   な内容を検証の上、更なる付加価値の強化を目指す。
2.　地域の奉仕関連団体と連携した事業に実施。
　　1）地区通常枠補助金事業。
　　2）災害発生時に被災地等への義援金を募り、日本国内の地域やロータリアンの繋がり・結
　　　  束に寄与する。

国際奉仕委員会

委員長：江藤真吾
副委員長：永島信之
　　　　　平野慎也
　　　　　長澤告幸

委員：山田二三夫、吉野寛治、鈴木　功
　　　安濃和正、丹田益生、野見山哲二
　　　清水勝吉、山田託也、牛久祐一、渡邊哲康
　　　米山　剛、城岡太史郎

【活動方針】

　ロータリービジョンに則り、持続可能な良い変化を生むために、人々が手を取り合って行動す
る世界を目指します。

1.　カナダ／カルガリー国際大会への参加を促します。
2.　地区補助金を利用した国際奉仕事業を目指します。
3.　姉妹クラブや友好クラブとの交流を促進します。
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青少年奉仕委員会

委員長：大野凜子
副委員長：吉村総一
　　　　　吉澤紀親

委員：坂巻邦夫、鮫島弘武、浅見冨司雄
　　　深野洋二、鈴木　功、山本完治　増元　晃
　　　小林威朗、中川美紀、大野保司、大塚洋幸
　　　石垣李枝子

【活動方針】

　奉仕活動・各イベントを通して青少年の健全育成に資する情報の発信、及びイベントの企画運営を行う。

1.　青少年交換
　   青少年交換留学生において、派遣学生及び来日学生の生活を委員会・カウンセラー・ホストファ
　   ミリー・ROTEX との連携によりサポートを行う。
2.　ローターアクトクラブ 
　  奉仕活動の企画・運営について、協働及びサポートを行う。
3.　RYLA （大学生・青年のリーダーシップ養成プログラム）
　   RYLA 研修は次世代リーダーの育成を目的とした研修であるため、ローターアクトクラブを始めとし
　   た幅広い方々の参加に対し支援を行う。
4.　その地
　  地区・クラブ等のイベント・奉仕活動の情報発信を通じ、青少年のロータリー活動への理解・関心
　   を促す。

米山記念奨学委員会
委員長：大沢日出夫 副委員長：山田託也 委員：新井　進、木内英二、川口一海、丹田益生

【活動方針】

　ロータリー米山記念奨学事業は RI に認められた世界に例をみない日本のロータリー独自の 34
地区による「他地区合同奉仕活動」です。当クラブもこの日本最大の民間奨学事業に積極的に参
加し貢献していきます。
　
1.　全会員が米山記念奨学生と交流する環境を作り、ロータリーのマジックを生み出す。
2.　会員一人寄付額 25,000 円（普通寄付 5,000 円、特別寄付 20,000 円）を目標とし寄付者率の
　   向上を図る。
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ロータリー財団委員会
委員長：鮫島弘武 副委員長：長澤告幸 委員：神戸廣通、下川雅丈、蓮見典史、近藤正成

【活動方針】

　ロータリー財団の使命は、人々の健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保護に取り
組み、貧困をなくす事を通じて、世界理解・親善・平和を達成できるようにする事です。財源と
なる寄付を会員にお願いします。少額でもよいので幅広い会員にお願いします。

1.　年次基金／会員一人 250 ドル（年次寄付 200 ドル＋ポリオプラス 50 ドル）の目標達成に努
　   めます。
2.　恒久基金／新たな（初めての） ベネファクター 1,000 ドル× 2 名の目標達成に努めます。

65 周年実行委員会

委員長：江原武男
副委員長：澤田裕二
　　　　　安濃和正

委員：パスト会長、64・65 年度会長、幹事

【活動方針】

　越谷 RC は 2026 年 5 月 9 日（土）に創立 65 周年を迎えます。森田年度では当委員会の中で、式典・
記念事業等の内容を検討させて頂きながら、65 周年の瀧田年度に向けて準備を進めて参ります。
　これまで半世紀以上に亘り、越谷 RC の礎を築いて頂きました先輩諸兄に敬意と感謝を申し上げ、
また新会員により越谷 RC もだいぶ若返り活気も出てきております。越谷 RC の伝統と調和を守り
ながら粛々と 65 周年を迎えるための準備をして参りたいと思いますので、会員皆様方のご協力
を宜しくお願い申し上げます。
　尚、65 周年記念式典日は 2026 年 5 月 9 日（土）を予定しております。


